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みんなで親しむスポーツ

大阪市身体節害者スポーツセンター指埒課長 藤：勝［ 進全一郎

近年、運動不足の弊害が、 今や単なる体力の低下だけではなく、

高血圧 ・心臓病 といった循環器系の疾患や、糖尿病などのいわゆ る

文明病の根源といわれ、その解消にスポーツの振興が叫ばれている。

ましてや、目の不自由な人たちにとっては運動不足は著 しく、健常

者以上にス ポーツの振興につとめなければならないといえる。

身体障害者固有のスポーツがあるとは考えない

「身障スボーツ」とか「盲人スポーツ」ということばをよ く耳に

する。 こうしたことばの使い方が、案外障害をもたない人たちに、

自分たちとは別のスポーツ、別の人たちのスポーツという印象を与

えていないだろうか。元来スポーツはみんなで行うもの、 障害の有

無、軽重や違いなどをこえて一緒に親しむものだと思う 。

たしかに、盲人卓球のように、ポールをころがして行うものが卓

球といえるだろうかという疑問は当然だと思う 。卓球は、テニスや

バ レーボールと同様に、ネットを隔てて行 う防禦型（味方の失点が

相手の得点となる）の球技である。しかし、視覚障害をもつ人に、

空間を飛んできて、いきなりコートに接触した音だけを頼りに返球

せよということは、非常に困難なことであり、例え大きなラケット

を使用したとしても、競技として発展性があるとは考えられない。

最初に盲人卓球を考案した人の発想は定かでないが、おそらく感覚

訓練として取入れられ、それが次第にスポーツとして発展してきた

と考えられる。しかし、無から 考案 されたものではなく、 卓球から

の変化であろう 。

このように、見えなくて空間を飛んできたボールが打ちにくいこ

とから考えられた盲人卓球は、脳性マヒなどで、同じように打ちに
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くい人たち にと って、 「ゴロの卓

球」 というアイデアを提供してく

れた。 さら に棒 （フレーム） 1本

の四き方で、コ＿卜の大きさを変

えるこ とができ る。 このフレーム

を節害 に合せて置 くことによって、

より 多く の人たちと 一緒に卓球が

楽しめる ようになる。 また、どう

して もラケッ トが握れなければ素

手のままで、あ るいは口で吹いて

も卓球といえよう 。筋、ジスなどの

人で、一人では相手コートにボー
1陣富書のスポーツ（卓埠の場合）

ルを返すことができなければ、チ ームを組んで、 バ レーボールのよ

うに 3回以内で相手コートを攻めるのも卓球といってよいのではな

いか。 このような卓球ならば、全盲の人がメンバーに入ることすら

可能と思う 。

このように、できないところを工夫して行っているのが「障害者

のスポーツ」であり、他の障害の人はもちろんのこと、障害をもた

ない子供たちゃお年寄にも適したスポ ーツとなっている。

誰 にもできないこと はある

近年のめざましい振興 に伴 って、スポーツによる 障害や事故の増

加も忘れることができない。 「節害に負けるな ／」の心意気は心強

い限りであるが、障害をもっ ているという厳然たる事実も 忘れるこ

とはできない。スポーツに親しむと、自分の限界に挑戦してみよう

という 気持を抱きはじめるのは自然である。何のためにという 目的

をし っかりと持ち、どんな内容のトレ ーニ ングをどのような方法で

するかをしっかりと確かめながら頑張りたいものである。年を取っ

て弱気になったといわれても「できないこと」は誰にでもあること

を認めたい。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。



編集後記

在学中はともかく、社会に出てしまうと、ほとんどの視覚障害者

はスポーツから遠のいてしまうと言われます。地域社会の中で、手

軽でそして盲人に適したスポーツがなかなか見つけにくいというの

が原因のようです。確かに、大阪の身障スポーツ・センターのよう

な所が地域社会にあれば気軽にでかけていくこともできます。しか

し、そのような施設は東京でさえ、小規模なものが 1カ所しかあり

ません。何時間もかけて、スポーツをしに行く気にはなれません。

結局住んでいる地域で、自分に適したものを捜すほかないように思

います。特別な盲人用の競技を除いて、本号の特集でスポーツを楽

しんでおられる皆さんもそれを実践しているのではないでしょうか。

このほかにも、ジョギング、ボウリング、魚釣り、身障スポーツ

大会の各種目、もっと原始的なものでは縄飛びなどで体力増進を心

がけている視覚障害者もたくさんいます。お互いに健康を大切にし

たいものです。 （田中徹二）
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